
昨年、１２月に実施した「本校教育活動についての保護者アンケート」の集計結果についての

報告をさせていただきます。

１ 実施方法 WEBによる回答

２ 実施時期 令和６年１２月２日（月）～１２月１３日（金）

３ 調査人数 全保護者 ２２８人（回答率６４.５％）Web回答

４ 調査の概要および結果

４９の質問から、下にあるように、①から⑤の選択肢から選んでいただきました。

①そう思う ②ややそう思う ③あまりそう思わない ④そう思わない ⑤わからない

調査結果では「①そう思う」「②ややそう思う」（以下、肯定的な評価）は２1の質問項目で８０％

を越えており（昨年度は23項目）、そのうちの8の質問項目で９０％を越える数値となりました（昨

年度は６項目）。

昨年度を振り返ると、５月８日から「新型コロナウイルス」が５類となり、教育活動、特に生徒が

大きく成長する行事は恐る恐るの取り組みでしたが、今年度は４月から、以前の真光寺中学校の取り

組みに、「コロナ禍」で工夫したアイデアを取り入れて、多くのことに挑戦することができました。

これもひとえに、地域の皆様、保護者の皆様のご理解とご協力があったからです。感謝申し上げます。

真行寺中の三大行事『「体育祭」「国際交流の日」「合唱祭」生徒の成長にとって充実したものになっ

ている』『「校外学習」「移動教室」「修学旅行」は生徒にとって充実したものになっている』の肯定

的な評価はどちらも９５％を超える評価をいただきました。生徒が真光寺中学校の伝統を重んじ、次

の世代に繋ぐことの大切さを理解し、実践していることに感動しています。

また、「本物に触れることで何かを感じてほしい」という学校経営方針から、１学期、「自転車シ

ュミレ－ター体験」（１年生）「体作り教室」（３年生）「高校の先生の話を聞く会」（３年生）「浴衣

を着てみよう」（２年生） ２学期、「防災安全教室」（全学年）「マナ－教室」（２年生）「税の教室」

（３年生）「未来教室」（２年生）「真中命の日講演会」（全学年）「茶道体験教室」（１年生）「がん教

育」（全学年）「芸術鑑賞教室」（全学年）「男女平等について考える講演会」（全学年）「放射線学習」

（２年生）今年になってからは、「TOKYO GLOBAL GATEWAY」（１年生）「イングリッシュフ

ェスタ」（２年生）「クレジットカード講座」「笑顔と学びの体験活動プロジェクト（歌舞伎教室）」（全

学年）「進路を考える」（２年生）「夢を拓く」（１･２年生）と多くの講師に方にご来校いただき、ご

講演をしていただきました。生徒一人一人の琴線に何か１つでも触れてくれ、これからの未来に役立

ててくれればと願っております。

一方、肯定的な評価が５０％に届かなかった質問項目が１項目ありました（昨年度２項目）。この

評価を真摯に受け止め、状況を整理して改善に努めてまいります。

９号

教育目標 真剣に学び 自然や人を愛し たくましく生きる生徒

真中だより
令 和 ７ 年 ３ 月 １ ４ 日

町田市立真光寺中学校

校 長 矢島 加都美



【１】町田市共通項目

Ⅰ－１ 学力及び体力向上関係

「すすんで読書をしている」の肯定的な評価が３６％と、昨年度は４５.９％の結果より１０％も

低くなってしまいました。全国学力調査「意識調査」では、２０％のご家庭に「家に本が２００冊以

上ある」とのことです。ビブリオバトルを全学年で実施する。図書委員会では図書便りやリサイクル

本キャンペーンと、工夫をしていますが、生徒たちに聞くと「読む時間がない」「PCがあるから」と

のことでした。国語科と連携し、夏休みの「課題図書」を実施したり、「ビブリオバトル」等の取り

組みから学校チャンプを決めるような学校行事にするなど、家庭で本を読む習慣時間を必然的に作り、

本を読むことが楽しいと思えるように指導を続けてまいります。

「望ましい食習慣や生活習慣が身に付いている」の肯定評価は７８.９％でした。３学期から「全

員給食」が始まりました。毎日「給食もぐもぐ」が発行され、「いただきます」をする前に今日の献

立からのエピソードを知ることで「食」に関心をもって成長できる力を身に付けていけるようにして

まいります。

Ⅰ－２ 学力及び家庭生活全般
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各教科の基礎的・基本的な事柄が

身に付いている。

宿題や家庭学習に積極的に取り組んでいる。

すすんで読書をしている。

英語学習に楽しく取り組んでいる。

ICT（学習機器）を積極的に活用している。

日常的に、運動やスポーツ（遊びや部活動などを含む）に積極的

に取り組んでいる。

食に関する知識や望ましい食習慣、生活習慣が身に付いてい

る。

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない わからない・無回答・その他
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いじめ防止や体罰防止に取組み、

子供の人権を大切にしている

学校のきまりや、家庭での

きまりを守っている。

あいさつをきちんとしている。

交通事故や不審者対応などの

安全意識が身に付いている。

ICT（学習機器、スマートフォンなど）に

よるネットマナーが身に付いている。

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない わからない・無回答・その他

（使用する環境にないを含む）



「いじめ防止の取り組み」と生活全般のル－ルは肯定評価が80％を超えています。心配なのは「ネ

ットマナ－」の肯定評価は昨年度よりもさらに低くなり７４.１％と一昨年度と比較すると８ポイン

ト低い数値になっています。スマ－トフォンの使い方も全国的に大きな問題になっています。セ－フ

ティ教室を開催したり、技術・家庭科（技術分野）の情報の内容で指導もしております。ご家庭と協

力して、安心で便利なツ－ルとして活用できるようにしていきたたいと考えております。

Ⅱ 保護者の方が感じている学校の現状

上記の「ネットマナ－」との関連で「積極的にICTを活用している」は６８.５％と低い数値です。

SNSやユ－チュ－ブ、ゲ－ムは多くの時間を使っているが、学習での活用は低いとの結果だと思い

ます。授業では活発に活用しておりますが、家庭での使用方法、特にデジタル教科書（数学、英語）、

キュビナでの復習（５教科）などでの活用方法を工夫してまいります。

Ⅲ 地域との連携について
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鶴川第四小学校と連携して

教育活動に取り組んでいる。

いじめ防止や体罰防止に取組み、

子供の人権を大切にしている

お子様はICTを積極的に活用している。

校内整備や校内美化に取り組んでいる。

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない わからない・無回答・その他
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学校は、地域人材を積極的に活用した教育活動を

行っている。

学校は地域と一体となって子供たちを育んでいる。

学校は、保護者地域に対して情報発信している。

学校は教育活動を公開している。

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない わからない・無回答・その他



「学校は教育活動を発信している」の項目では、肯定評価９０％以上といううれしい数値をいただき

ました。これに甘んじることなく、生徒たちの学校での様子を毎日発信してまいります。

「地域の人材活用」については、ボランティアコ－ディネ－タを中心に、放課後補充教室「サプリ

メント」（通称サプリ）を週２回実施しております。また、１学期は家庭科の時間に「着物の着付け

教室」、そして、「おやじの会」のメンバ－のかたも、部活動の練習に参加してくださたっりと、多

くの場面で、協力をしてくださっています。協力してくださっていることを発信する工夫をしてまい

ります。

【２】学校独自の評価項目から

１ 学習活動で

どの質問項目も全体の評価に比べて低い評価です。しかし、「工夫して『分かる授業』を実践して

いるの肯定評価は、昨年度やっと50％になったのですが、今年度はさらに高い数値５９.２％と約９

％も高くなりました。さらに研修を積み、「わかった。できた。」を実感できる授業を行ってまいり

ます。また、「一人一人の力を高める工夫」の肯定的な評価もやっと５０.４％となりました。昨年度

は41.7％でしたので、生徒たちに還元できる授業になりつつあると思います。「わかった。できた。

もっと調べたい。」と思える授業をすることが教師の使命です。研修に参加する、研究授業を全教員

が実施する等の機会を作り、指導力向上に務めてまいります。

２ 道徳授業を核として
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生徒は、各教科の授業に対して

意欲的に学習に取り組んでいる。

学校の先生方は、工夫して

「分かる授業」を実践している。

各教科の授業では、一人一人の力を

高めるための工夫がなされている。

各教科では、授業を受ける態度・姿勢に

ついてきちんとした指導がなされている。

各教科では、評価方法が

分かりやすいものとなっている。

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない わからない・無回答・その他
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学校では、生命を尊重する教育を

行っている。

学校では、思いやりの心を育む教育を

行っている。

学校では、規範意識を育む教育を

行っている。

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない わからない・無回答・その他



今年度は『多様性』をテ－マに教育活動を行ってきました。「男女の平等を考える」講演会を弁護

士の先生に、「ジェンダ－」を考える講演会も実施しました。誰もが安心して生活できる環境を（学

校だけでな、社会全体が）作ってまいります。

３ 学習の雰囲気・生徒の様子全般

ほとんどの項目で肯定評価が高く安心しました。その中でも「生徒は楽しそうに学校に通っている」

の肯定評価が89.1％とあり、うれしく思います。しかし、このグラフの下の４項目は「わからない」

と回答した保護者の方が２割～３割いらっしょいました。

教育活動をご家庭でもよりわかりやすくするための工夫をしてまいります。

４ 保護者に地域に対して
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学校は、落ち着いた雰囲気である。

「あいさつの真中」を合い言葉として、

あいさつを生徒はよくしている。

「きれいな真中」を合い言葉として、学習する

環境（校内美化等）が行き届いている。

「ふれあいの真中」を合い言葉として、

生徒同士・先生との関わりがよい。

生徒は、楽しそうに学校に通っている。

生徒は、様々な活動に積極的に、

生き生きと活動している。

生徒は、「礼儀や規律」を身に付け、

学校のきまりを守って活動している。

「安全・安心」して学べる、いじめのない、

過ごしやすい学校になっている。

生徒は、様々な悩みなどを先生方に

よく相談できている。

学校の先生方は、問題行動（いじめ含）の

早期発見に努め、早期解決を図っている。

学校生活全般を通じて、健全育成をめざした生

活指導、教育相談活動を通じた、様々な課題に…

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない わからない・無回答・その他
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「学校だより」「学年だより」「ホームページ」等、

学校からの情報発信で、学校の教育活動の

紹介や取り組み、生徒の活動がよくわかる。

先生方は、保護者会や三者面談等で、学校に

おける学習や生活の様子をよく伝えている。

保護者会の持ち方や内容は、保護者が

参加しやすい形式になっている。

学校の先生方は、学校への問い合わせ、三者

面談、学校公開を通じて、保護者や地域の方の

意見や要望に、真摯に誠実な対応をしている。

学校の教育活動は、保護者や地域と

連携しての教育活動となっている。

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない わからない・無回答・その他



どの質問項目も肯定的な評価が80％を超えています。学校便りは月１回、学年便り、ホ－ムペ－

ジの充実を図り、学校を公開する努力を続け、「地域の学校」として、地域の皆さまにご協力をいた

だける学校にしてまいります。

５ 特別活動＆総合的な学習等で

どの質問項目も概ね肯定的な評価の数値が高く、学校経営方針の１つ「一人一役で活躍」の中にあ

る、行事をとおして、自尊感情を高めることができ、将来に向かって生き生きと学校生活が送れてい

る結果であると確信しています。この内容の質問項目（総合的な時間について、キャリア教育、健康

診断）は「わからない」の回答の数値が高く、何らかの大切が必要と実感しております。「新型コロ

ナ」との戦いがあった3年間を乗り越え、今年度が「コロナ前」と同じ、それ以上に生徒の経験や体

験が行える取り組みに挑戦してきました。４５年間の真光寺中学校の伝統をさらに充実したものにな

るように励んでまいります。

６ 【自由記述ご意見から】（紙面の都合で記述内容を要約させていただきました）。

・試験範囲（特に技術）や内容が、授業に合ったものになっているのか明確になっておらず、分か

りづらい。

・テスト範囲なのにまだ習っておらず教科書を読んで自分で勉強してくださいとかあるのできちん

と進んでい るのか不安です。

→ ご心配をかけて申し訳ありません。試験範囲は学年ごとに表にして２週間前に生徒に渡して

おります。表を作り時には、「試験までにここまで進む」と授業計画上で範囲を決めているため、

試験範囲が終わらずに試験になってしまったとのことです。計画どおりに進まなかった場合は、

試験範囲が短くなったことを生徒に伝え、試験問題も変更することを徹底してまいります。
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「体育祭」「国際交流の日」「合唱祭」の

三大学校行事は、生徒の成長にとって

充実したものになっている。

学年毎の校外学習（１年地域巡り、移動教室・２年都内

巡り・３年修学旅行）は生徒の成長にとって充実したも

のになっている。

総合的な学習の時間は、課題が明確であり、課題

解決のための調査・追求・発表への指導や見える

かたちでの成果（生徒の達成感）を残している。

進路に関わる指導で、自らの生き方を考える

指導、職業指導（キャリア教育）、進学指導等、

将来を見つめさせる教育をしっかり行っている。

朝の１０分間読書をはじめ、学校全体で

読書活動の推進に取り組んでいる。

身体計測や健康診断等、保健活動を通じた健康

教育や食育は、生徒に健康・安全に関する知識や

実践力を、日常から身に付けるものになっている。

安全・防災教育は、セーフティ教室、月ごとの避難

訓練・安全指導、集団下校訓練、防災講話等を

通じて、「自分の命を自分で守る」活動になっている。

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない わからない・無回答・その他



また、「自分で勉強してください」ということは絶対にあってはならないことです。今後こ

のようなことが内容に徹底します。

欠席連絡が８時〜８時１５分の間に電話連絡となっていますが、勤務中の為、その時間の連絡が

難しい。なかなか繋がらない日もある。勤務中の為、伝言で欠席連絡をお願いしたいのに担任に代

わられる事もある。勤務中のスマホの使用も厳しい職場もあるので、「tetoru」を使用出来るよう

にしてほしい。

→ ご迷惑をおかけしております。これまでの情報や経験から、中学生になると「tetoru」で

の欠席連絡を「なりすまし」（保護者のふりをして入力する）が多く報告されています。（放課後

に明日の予定などを保護者の方に連絡すると休んでいたのを知らなかったなど）お子様の安全を

確保するためにも電話での連絡を考えております。連絡は、８時～８時１５分となっていますが、

教員は７時３０分には出勤しておりますし、出席確認をする８時２５分までに連絡をいただけれ

ばと思います。また、通勤の時間と重なってしまう場合等は事前に担任と相談していただければ

ご家庭にあった方法を決めさせていただきます。時間がなく担任と代われない場合は、その旨を

お伝えください。

PTA加入・非加入の仕組みわからない。 非加入の人より加入してくれる人に重点を置くべきだと

思う。 私には非加入に気を使いすぎて、加入者を置いてけぼりに感じる。

→ 貴重なご意見、ありがとうございました。今年度の途中に教育委員会からの通達でPTA役

員の皆様も困惑しているのが現状です。来年度１年間試行期間として実施して、分析し、

「真中PTA」の形を築いていければと考えております。ぜひ、ご意見をお寄せください。

先生方(校長先生も含め)がすごく言葉使いが悪いと自分の子を含め何人も聞きます。小学校では、

名前に「さん、君を付けて呼びましょう」と教えられてきたのに中学の先生が呼び捨てなのは直し

てもらいたい。普段の会話もとても乱暴だと聞いています。

→ 不愉快な思いをさせてしまい申し訳ありません。「君、さん」は中学校の風土と言ってしま

うことはよくないことです。今後、気をつけてまいります。また、毎日の生徒との会話も正し

い言葉使いで話すように指導をしてまいります。

学校行事に関する連絡をもっと早くいただきたいです。日程はもちろん、内容や持ち物などの詳

細の連絡がいつも遅くて困っています。

→ 申し訳ございません。早め早めに案内を配布するようにいたします。また、年間行事予定

表をご確認いただき、案内が来ない場合はお手数をおかけしますが、学校に問い合わせをいた

だければ助かります。よろしくお願いいたします。

上の兄弟の時から比べると、少し先生方の生徒に対する関わりが、薄くなっているように感じます。

→ 貴重なご意見ありがとうございます。生徒に寄り添った対応を心がけるよう、徹底してまい

ります。

イジメ問題はきちんと対処してもらいたい。

→ ご心配をおかけしております。丁寧に対応をしてまいります。お子様に心配なことがありま

したら、些細なことでも学校にお知らせください。

子供はなかなか学校へ通えておりませんが、担任の先生からの授業の連絡をクロムでほぼ毎日お送

りいただいたり、養護の先生に個別にお話を聞いていただいたり、サポートルーム、学年の先生方に

支えていただいております。大変感謝しております。

真中に楽しく通っています。いつもありがとうございます。



不満はひとつもありません。素晴らしい学校だと思います。

校長先生は、変わらずに、行事や部活の応援もしてくれていて、ホ－ムペ－ジの写真からも子供が

楽しくしている様子が分かります。あまり、話さなくなる時期なので、いつも楽しみにしています。

ありがとうございます。

〔貴重なご意見をありがとうございました。来年度に向けて、できることから改善をしてまい

ります。お気づきのことがありましたら、何なりとご連絡いただきますようによろしくお願い

いたします。〕

７ むすびにかえて

お忙しい中、時間を作っていただき学校評価に関わるアンケ－トにお答えいだき感謝申し上げます。

４年前からWebでのアンケ－ト回答を実施しております。Webアンケ－トしてから回答率が４０

％前後でしたが、昨年度は39.6％と大幅に減ってしまいました。調査をしたところ、アンケ－トを

することのお手紙が多くのご家庭で届いていないということがわかりました。今年度は、アンケ－ト

のお知らせのお手紙と併せて、「tetoru」での発信。また、三者面談期間中には、控え室にアンケ－

トのQRコ－ドを貼らせていただき、多くのご家庭からのお答えをいただけばと昨年の反省を生かし

た取り組みをいたしました。おかげさまで今年度は64.5％もの回答をいただきました。ありがとう

ございました。

ここでは取り上げることはできませんでしたが、指導への感謝や労いのお言葉をいただくとともに、

肯定的ではない評価をいただいた質問項目に対する具体的なご指摘もいただきました。すぐにでも改

善できる点や見直しを図る必要がある点については、各担当分掌に検討や改善の指示を出し、来年度

に向けて具体策を検討してまいります。ありがとうございました。

本校の教育教育活動はご家庭や地域との連携なくしてよい指導を継続することはできません。今後

とも本校の教育活動にご理解とご協力をいただけますよう、よろしくお願いいたします。

頑張る真中生

体育優良生徒 木原 知輝 君 栗田 夏帆 さん

優良卒業生 栗田 夏帆 さん 山﨑 彩葉 さん

東京都教育委員会児童・生徒等表彰 中村 駿太 君（１年)

「弁当の日おいしい記憶のエピソ－ド」 共同通信社賞 市村 光希 君（２年）

新聞スクラップコンク－ル

優秀賞 遠藤 里菜 さん（２年）

佳 作 岩渕 優暖 さん（２年） 松本 凛桜 さん（２年） 八倉 慶伍 君（２年）

第４９回新春親子マラソン大会

２Kｍ中学生以上一般男子の部

２位 一藤 拓実君（２年）記録７'３０” ３位 市川 聖 君（１年）記録７'３２”

４位 長野 瀧音君（２年）記録８'２０” ８位 大滝 英照君（３年）記録９'５４”

４Km中学生以上一般男子の部

８位 石井 颯汰 君（２年）記録１４'５３”


